
























































































































































































グラムを10日間の入院にて実施。 評価項目は、1)等尺性膝伸展筋力2) NRADL 3) 
6分間歩行試験 4)m-MRC scale 5) CATを呼吸リハビリ開始時及び退院時、退
院後6ヶ月目に評価し、比較・検討した。
【結果】呼吸リハビリ開始時と比較し、退院時、退院後6ヶ月では、等尺性膝
伸展筋力、NRADLの得点、6分間歩行距離、m-MRC scale、CATの評価項目
において維持又は、改善される傾向が見られた。しかし、退院時と退院後6ヶ
月の比較では、6分間歩行距離の短縮とCATの得点の悪化が見られた。
【まとめ】教育入院を通して、筋力や運動耐容能といった身体機能の向上だけ
でなくADLやQOLの向上も見られたことから、当院の教育入院は一定の効果
があったと考える。しかし、長期の経過とともに退院時の運動耐容能やQOL
の低下も見られたため、今後のフォローも踏まえ検討していく。
